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インデックスに戻る

６．平面図形

６－２．円の性質

６－２－１．円周角

６－２－１－３．円周角の定理の逆

点Oを中心とする円を、円Oということがある。

円Oの周上に 3点A、B、Cがあるとする。

以下では、点 Pは直線ABに関してCと同じ側にあるとする。

点 Pが円O上の点であれば、円周角の定理より

APBACB 
が成り立つ。

点 Pが円Oの外部にあるときは、線分BPと円Oとの交点で、Bでない方をQとすれば、

ACBAQB  、 PAQQPAAQB 

より

ACBQPA 

すなわち

ACBAPB 
が成り立つ。
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点 Pが円Oの内部にあるときは、線分BPの Pの側への延長と円Oとの交点をQとすれば、

ACBAQB 

すなわち

ACBPQA  …①

三角形 PQBにおいて、外角の性質より

QAPPQAAPB  …②

①②より

ACBAPB 

したがって、

APBACB 
が成り立つのは、点 Pが円Oの周上にあるときに限られる。

円周角の定理の逆

2点 P、Qが直線ABに関して同じ側にあり、

AQBAPB 
が成り立つならば、4点A、B、 P、Qは 1つの円周上にある。
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